
▲令和元年度の収穫風景です 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[令和３年度 ＪＡあいち豊田桃部会] 

部会長：森敏康  

部会員：４７戸 

栽培面積：５３.４ヘクタール 

出荷予定数量：４４０トン 

（令和２年度出荷量：３７０トン） 

県下有数の桃の産地 

 

お問い合わせ先 ： ＪＡあいち豊田  営農部 猿投営農センター(選果場) （豊田市四郷町森前187番地 ） 

 ＴＥＬ（0565）46－2217 ＦＡＸ（0565）43－2031 

担当 岡本 竜一（当日連絡先 090-6582-1170） 

 

 

 

 

日時：６月２１日（月）午前９時(集合) 集合後、取材場所へ移動します 

場所：舞木町集落センター（豊田市舞木町焼山１１０２－５） 

※気象条件により変更になる可能性があります。念のため前日、下記までお電話ください。 

 

「とよたの桃」“日川白鳳”出荷ピーク 

 

豊田市猿投地区（舞木町、乙部町など）で、早生の中心品種である『日川白鳳』の収穫が６

月１９日から始まり、ピークを迎えます。今年は春先に気温が高かったため、例年よりも１週

間ほど早く生育が進み出荷が早まりました。生育は順調です。 

豊田市の桃は栽培面積、出荷量ともに県下有数で、猿投地区の生産者で組織されるＪＡあい

ち豊田桃部会では、今年４４０トンの出荷を予定しています。出荷の最盛期は７月下旬頃です。 

収穫された桃は、ＪＡあいち豊田選果場（四郷町）で非破壊式の糖度測定装置（光センサー）

を用い、「糖度」「熟度」「着色」により選別され、甘味のある“おいしい「とよたの桃」” と          

して豊田市公設地方卸売市場のほか、名古屋や岡崎、浜松の各市場へ出荷されます。 

 また、選果場に隣接する直売所で桃の販売や宅配

も行っています。今後は７月上旬からの『白鳳』、

７月下旬の『川中島白桃』を経て、９月の『ゴール

デンピーチ』まで、９品種が順次収穫・出荷されま

す。   

味・品質共に消費者に喜ばれる桃の栽培を、生産

者一同取り組んでまいります。 

 

令和３年６月１４日 

報道関係者各位 

 

 


